
 

 

 

 

 

 

 
校長 池之上 敬一 

 
早いもので，今年度も残すところあと一ヶ月となりまし

た。この時期，子供たちは今の学年のまとめを行うと同時
に，次のステップへと視線を向け始めます。 
最近，朝の立哨指導を終えて校内を歩いていると，４月の

頃には見られなかった子供たちの頼もしい成長を肌で感じ
る場面に数多く出会います。 
朝の厳しい寒さの中でも，正門や東門の前で元気な声を

響かせる「あいさつ運動」の輪。そして，始業前のわずかな
時間を見つけては，黙々と落ち葉を掃き，校内を整える「ボ
ランティア活動」に取り組む姿。そこには，誰かに言われた
からやるのではない，自立した子供たちの姿が見えます。 
こうした成長は，決して学校だけの力で成し遂げられる

ものではありません。学級便り等を通して学校の様子を知
り，「あいさつ運動，頑張っているんだね。」「今日もボラン
ティア活動頑張ってね。」と，御家庭で温かく背中を押して
くださる保護者の皆様との「連携」があってこそだと，思っ
ております。保護者の皆様の励ましの言葉が，子供たちの心
のエンジンとなり，主体的な行動へとつながっているので
す。 
さて，この２月・３月，学校では「できた！」という自信

を一つでも多くもたせて，子供たちを次の学年，そして中学
校へ送り出したいと願っています。 
御家庭におかれましても，この一年間のお子様の歩みを

ぜひ一緒に振り返ってみてください。「テストで良い点が取
れた。」といった結果だけでなく，「毎日休まず登校できた
ね。」「掃除頑張っているんだね。」といった，日々の小さな，
確かな一歩に光を当てていただきたいのです。「こんなに成
長したね」という具体的な言葉は，子供たちの心に「自信の
種」をまくことになります。 
よく「終わりよければすべてよし」と言われますが，学校

においては，「終わりは，次のステージへの準備」であると
考えます。この２・３月をどう過ごすかが，４月の新しい環
境での飛躍を決めると言っても過言ではありません。残り
少ない３学期，次なる一年へと繋ぐ時間を大切にし，今年度
の締めくくりを行いたいです。 
最後の学級ＰＴＡ 多くの参加をお願いします ２／27 
今年度，学校と家庭との「連携」強化のために，ＰＴＡへ

の参加をお願いしてきました。 
４月（65%），５月(47%)，７月は，欠席児童の家庭を除く

と 65%，12月は欠席児童の家庭を除くと 51%でした。 
今回は今年度最後の学級ＰＴＡになります。目標は 70%で

す。お忙しいとは存じますが，保護者の皆様の参加をお待ち
しております。 
令和８年度の行事について 
以前，学びポケットでお知らせしましたが，令和８年度の

始業式，入学式の日が決定しましたのでお知らせいたしま
す。（行事予定参照）なお，４月行事にあるように令和８年
度は家庭訪問は実施せず，全保護者を対象に教育相談を実
施いたします。 

友愛タオルをいただきました 

志布志市老人クラブ連合会様より，友愛タオルをいただ

きました。大事に使わせていただきます。ありがとうござい

ました。 

黙々と，時間いっぱい。 
 全校で「時間いっぱい掃除」に
挑戦中です。3学期初日から高学
年が黙々と取り組む姿は下級生
の模範となり，今では雑巾を綺
麗に揃える，自ら落ち葉を探し
集めるといった主体的な姿が校
内に広がっています。教職員も写真掲示等でその頑張り
を価値付けています。清掃後の子供たちの表情は，達成
感で大変清々しいものです。 
みんなの心に，思いやりの花を ２／２～２／６ 
 自分や友達の良さを見つめ，個性
の違いを認め合う「人権週間」を実
施しました。集会では運営委員会に
よる読み聞かせが行われ，相手を思
いやる大切さを全校で共有しまし
た。また，友達にされて嬉しかった
ことを書いたカードで「人権の木」
を彩り，校内に優しさが可視化され
ています。これからも自分と周囲の
どちらも大切にできる，温かな学校生活を送ってほしい
と願っています。 
未来をひらく「特別な一冊」を贈呈  
志布志市では，中学校でも豊かな読書体験を続けてほ
しいという願いを込め，「サードブック事業」として卒業
前の６年生に本を１冊贈っています。本日，児童一人ひ
とりが選んだ「自分だけの本」を手渡しました。これか
ら始まる新しい生活の中
で，本との出会いを楽し
みながら，自分の心を豊
かに耕し，歩んでいって
ほしいと願っています。 
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成長のバトンをつなぐために！ 
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